
10/1・2

10/8・9

10/22・23
産業廃棄物最終処分場の整備について
県内の処分場の現状や事業の必要性を説明するとともに、候補地選定の
方法など今後の事業の進め方について県民の理解と協力を呼びかけます。

全国里親大会について
家庭環境に恵まれない子ども達を預かり、心身共に健やかに育
む里親制度。その意義と実情を沖縄で開催される全国大会の
模様を通してお伝えします。

こどもエコクラブ
環境省が応援する小中学生を対象とした環境クラブ「こどもエコ
クラブ」。その活動状況をお伝えし、あわせて会員を募集します。
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いぜな尚円王まつり
「尚円王金丸杯・第10回伊是名ヨットレース」

伊是名村

平良市

Izena Village

Hirara City6
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井上ひで男（いのうえひでお）プロフィール
フリー写真家　1963年大分県大分市出身。
1995年沖縄に移住し、県内各地の祭りや石
獅子を中心に撮影。

西原町桃原・呉屋

　まだ暑い沖縄ですが日の沈む時間は少しずつ早くなっているようで、

わずかばかりながら秋の訪れを感じているところです。先月号から表紙

も少し秋っぽくしているのですがどうでしょうか。

　さて、「食欲の秋」とも言われる秋ですが、健康診断の結果返しで予想

通り結果のひどく悪かった私は、広報課に配属されて以来お昼から外食

三昧・高カロリーの日々を反省し、ヘルシー食に変更。ちょっと辛い秋

になりそうですが、健康に開眼している今日この頃です。　（ソレイユ）

　今年で10年目を迎える「宜野湾̶伊是名ヨットレース」は8月13日午前
6時、日の出とともに宜野湾マリーナ沖合いのセンターブイからスタートした。
　朝日を満帆に浴びて各艇カラフルなスピンネーカーを張り、残波岬、名護
湾、瀬底・水納島を通過して伊江水道を抜ける。だが、例年のようにこの日も
昼前になるとピタリと風がとまり、それまでトップを走っていたレキオスが伊江

島北で立ち往生。その間に右舷後
方から追撃してきたウインドダン
サーがじりじり追いこし、ついに一
着でフィニッシュした。優勝ウインド
ダンサー、二位レキオス、三位ド
リーム。敢闘賞サシバ。尚円王まつ
りの一環として表彰式が実施され、
大いに賑わった。

地中から掘り出された桃原の石獅子

運玉森を向く呉屋の石獅子

桃原の十五夜獅子舞

第1週

10/15・16
国際交流の取り組みについて
海外の県系人師弟が沖縄を訪問するジュニアスタディーツアーの様子や各国
からの国際交流員の活動を通して、県の国際交流の取り組みを紹介します。

第3週

第4週

10/29・30
健康食品の適正表示について
安心・安全・高品質な商品提供による沖縄ブランド確立のための、県
及び健康食品業界の取り組みを紹介します。

第5週
第2週

■沖縄県広報番組ホームページ
　http://www.pref.okinawa.jp/umanchuhome/

　

今
回
ご
紹
介
す
る
桃
原
の
石
獅
子

は
数
年
前
に
住
宅
工
事
で
偶
然
掘
り

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。埋
め
ら
れ
た

理
由
は
不
明
だ
が
、桃
原
の
石
獅
子
に

ま
つ
わ
る
不
思
議
な
話
が
あ
る
。

　
そ
の
昔
、桃
原
近
く
の
呉
屋
の
村
で

は
火
事
が
多
く
、
原
因
は
桃
原
の
運
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タ
マ
ム
イ
）が
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を
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す
魔
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（
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）
の
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（
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ザ
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石
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が
、
今
度
は
桃
原
で
火
事
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多
発
。結
局
桃
原
で
も
石
獅

子
を
造
り
、
呉
屋
に
向
け
て

置
い
た
。今
も
そ
れ
ぞ
れ
柵

内
に
安
置
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れ
る
二
つ
の
石

獅
子
。力
が
互
角
な
の
か
火

事
の
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は
聞
か
な
い
。

　

旧
暦
八
月
十
五
夜
に
な

る
と
、
桃
原
の
も
う
ひ
と
つ

の
守
り
神「
獅
子
舞
」が
、
銅

鑼（
ど
ら
）や
鉦
の
音
を
響
か

せ
て
家
々
を
回
り
悪
霊
を

払
う
。い
つ
も
は
静
か
な
村

も
こ
の
日
は
賑
や
か
だ
。

　『第 17回天女の水まつり2005』（主催：宮古島地
下水水質保全対策協議会・宮古島上水道企業団・
宮古広域圏事務組合）が 7月31日（日）に平良市熱
帯植物園にて開催されました。
　『天女の水まつり』は、上水道（すべての生活用水）
の水源に地下水を利用している宮古島の水源・水質

の保全を呼びかけ
るイベント。会場で
は、NPO などの参
加団体が宮古島の
環境問題を参加者
に説明して展示即
売などを行い、特

設ステージでは、水に関するクイズや民話、湧水（地
下水）に棲んでいるエビやカニ等の講話、海の環境
に関する紙芝居等を実施。また、「滝コーナー」や「ウ
ナギのつかみ取り」等も設けられ、楽しみながら地下
水に関する環境を学びました。

宮古島の水源・水質の保全を呼びかけ
「第17回天女の水まつり2005」
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